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研究成果の概要（和文）：人口減少・高齢化は生物多様性の保全に関わる人材・資金といった資源も減少させう
る。広域での面的な保全の計画はこれまで国立公園の設置・管理といったトップダウンのアプローチが取られて
きたが、これらの枠組みに市民の参画を取り入れるための枠組みの整理および手法の開発を行った。結果、枠組
みが整理でき、代表的なトップダウンのアプローチである国立公園の設置・管理による生物多様性の保全と、市
民活動によるボトムアップアプローチによる生物多様性の保全は、対象となる空間・生物が補完的となる可能性
が示唆された。これらと併せて、地域スケールでの生物分布情報の収集を円滑する手法の開発も行った。

研究成果の概要（英文）：Population decline and aging not only threaten biodiversity through 
under-use of natural resources but also deplete the resources involved in biodiversity conservation,
 including skilled personnel and funding. While large scale conservation planning has traditionally 
assumed a top-down approach, typically the establishment and management of national parks, we 
explored a baseline information for developing a framework to incorporate citizen participation for 
conservation planning. We found that biodiversity conservation through citizen activities may 
complement the conservation efforts achieved through the establishment and management of national 
parks, targeting different spatial areas and organisms. Additionally, we developed efficient survey 
methods for collecting biodiversity distribution information at the regional scale

研究分野： 生物多様性保全
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、市民の保全意欲について、規定要因の理解だけでなく迅速に取得する方法を明らかにしたうえで、広
域での生物多様性保全において、市民の参画が重要な意味を示すことを明らかにした点、および市民の参画がよ
り求められる区域の特徴を明らかにした点に、社会的な価値がある。また、これまで広域での保全計画に市民の
参画を組み込んだ観点などに学術的な高い新規性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
人口減少・高齢化に伴う自然の過少利用は、生物多様性の重大な脅威の一つである。こ
の脅威は、主にかつて人の営みの中で引き起こされていた人為攪乱が停止することによ
る遷移の進行に起因する。これと併せて、人口減少・高齢化は、関わる人材・資金とい
った生物多様性の保全のための資源を減少させうるという側面も併せ持つ。これまで自
然保護区の設置に代表されるように広域における生物多様性の保全は、主に国や自治体
主導のトップダウンアプローチにより勧められた来た。しかし、人口減少・高齢化によ
り人材・資金が減少することを鑑みると、これまでの進め方のみで生物多様性の減少を
押し留めることは容易ではないことと予測できる。これらのことから、今後の生物多様
性保全を勧めるうえでは、従前のアプローチを補う新たなアプローチに対する理解、お
よび従前および新たなアプローチがそれぞれ優先的に担う区域の特性の整理とそのた
めの枠組みがそれぞれ新たに必要である。さらに、こうした広域での保全のための枠組
みと併せて、保全の基盤となる現場レベルでの生物調査のうち、特に生物の分布の特定
には多くの資源が必要になることが多いが、将来的には生物の分布情報種痘に用いるこ
とができる資源が限定される可能性があることから、より省資源で調査を進める方法の
開発も必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、１．に述べた背景、および自然の過少利用への対策では行政機関等に加え
市民活動が特に重要な役割を果たすしうるという考えを踏まえて、(1)全国スケールに
おいて「行政と市民活動それぞれの主導で優先的に保全すべき区域」を特定するための
枠組みの検討と該当する区域の特徴の抽出、保全意欲の迅速な特定方法の開発、そして
保全意欲の規定要因の把握にそれそれ取り組んだ。さらに (2)地域スケールにおける新
技術の活用した生物分布特定のための基盤的な手法の開発と、併せて市民の参加意欲の
規定要因にそれぞれ取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
（１）については全国規模（1千人規模の予備的な調査、約 2 万人規模の本調査）の市
民の生物多様性保全の意欲に関するアンケート調査と全国スケールの複数の空間情報、
および予備調査アンケートで質問項目に用いた絶滅危惧種 100 種（哺乳類、鳥類、両生・
爬虫類、昆虫、植物各２０種）の Wikipedia の閲覧数を適宜用いた。具体的には(a)市
民の保全意欲、国立公園、および絶滅危惧植物の都市化の傾度に沿った分布パターンの
相違の比較、(b)市民の保全意欲の規定要因の特定、および(c) Wikipedia の閲覧数を
基準とした保全意欲の把握の有効性の評価をそれぞれ実施した。 
（２）については、半自然草原とため池というそれぞれ自然の過少利用の影響を強く受
けやすい生態系に注目し、前者では(d)無人航空機（UAV: Unmanned Aerial Vehicle）
により空中写真を撮影し目視判読および深層学習による開花植物の個体レベルでの分
布の把握ができる種の特性の把握をおこなうために、山梨県内の半自然草原において、
UAV による写真撮影と植物の直接観察調査を実施し、両者の結果を分析した。後者では
(e)環境 DNA の調査による水生昆虫相把握の有効性を検討するために、東京都および千
葉県のため池や公園池を対象とし季節や採水方法を変えてサンプリングを実施したう
えで水生昆虫の直接観察調査も実施し、環境 DNA で検出された種組成との関係を分析し
た。さらにため池生態系においては、(f)直接観察調査による水生植物の調査と、管理
主体に対する社会科学調査を実施し、水生植物および管理者それぞれの限界点の検討を
行った。 
 
 
４．研究成果 
(a)の結果から、全国スケールでは、市民の個人の保全意欲は中程度に都市化した区域
で最大となるものの、国立公園の分布密度は単調ではないものの全体として都市化の傾
度に沿って減少することが分かった(図 1)。同様に、絶滅危惧植物の種数も都市化の程
度に従い減少していた。これに対し、各種の分布域の広さで重みづけした種数である
Range size rarity (RSR)は、都市化の程度が低い範囲と中程度の範囲にそれぞれ高い
ピークを示していた。これらから、国立公園の設置・管理に代表されるトップダウンの
アプローチによる生物多様性の保全と、市民活動によるボトムアップアプローチによる
生物多様性の保全は、対象となる空間・生物が補完的となる可能性が示唆された。しか
し、市民の保全意欲の面的な推定には、手法的な改善の余地が大きく残されたため、面
的な評価には至っていない。この点は、更なる検討の余地を残した。 



(b)の結果から、国内の市民の保全意欲は、個人の自然とのつながりの程度とともに、
経済的な余裕の程度に規定されることが確かめられた。また、自然とのつながりの程度
の寄与の程度は、その次元によっても異なることも明らかにすることができた。付随し
て、国内の市民の保全意欲は、保全する対象となる生態系による程度の差異が認められ、
その差異は、平均的な程度の違いだけでなく個人間による意欲の程度のばらつきにも見
られることが明らかとなった。 
(c)については、アンケートで得られた絶滅危惧種の種ごとに対する保全意欲は、対象
とした分類群全体、および哺乳類と鳥類については、Wikipedia の閲覧数により有意な
説明ができた。分類群全体を一括して分析した場合は、説明できる保全意欲のばらつき
の程度が限られていた(pseudo R2 =0.172)が、哺乳類と鳥類についてはより多くのばら
つきが説明できていた（pseudo R2 =0.66[哺乳類]、0.55[鳥類]）。一方、両生・爬虫類、
昆虫、植物のそれぞれ種ごとの保全意欲は、Wikipedia の閲覧数によって説明すること
ができなかった。また、この傾向は、Wikipedia の閲覧数の集計期間を、アンケート実
施期間の前３か月、６か月、１年、２年の４期間に設定し、それぞれの集計期間におい
て分析を行ったが、集計期間による各種に対する保全意欲と、Wikipedia の閲覧数の関
係に大きな変化は見られないことがわかった。これらから哺乳類と鳥類については、
Wikipediaの閲覧数が種に対する保全意欲の指標として利用可能なことが明らかとなっ
た。 
上記（ｄ）については、目視判読した場合の検出確率には、対象となる植物種の平均草丈と
花のサイズが関係する可能性が示された。一方、深層学習により判読した場合の検出率は、
種の教師として供することができた情報の数に大きく依存することが分かった。本研究に
おいて、深層学習の学習の際に教師として供した情報は、目視判読の結果であることを踏ま
えると、UAV を用いた植物個体の分布調査の適用の可能性は、種の特性に大きく依存するこ
とが確認できた。(e)については、水生昆虫相を対象とした環境 DNA による里地里山・都市
地域の環境評価手法のプロトコルをまとめた。(f)については、管理作業としての草刈りの
時期や頻度が、出現する植生タイプと関連していることが分かった。更に、管理者にと
っては高齢化が管理の難しさであることと感じていた。これらから、目指す植生タイプ
によっては、管理の支援を行うことで地域スケールの水生植物の種多様性の維持に有効
であると考えられた。 
以上から、市民による生物多様性保全の基盤となる市民の保全意欲を評価し、特に優先
して活かしていく区域の特性について、一定の理解を得るとともに枠組み構築の基盤的
な知見を整備することができた。また、地域スケールにおける課題は、新型コロナ感染
症の感染拡大の影響を受け展開できる内容に制限が生じたが、新技術を用いた分布情報
取得の方法について開発を進めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
図 1 絶滅危惧植物、国立公園および絶滅危惧種の保全に指標される保全意欲の都市化の傾度に
沿った分布の違い（Akasaka et al in prep）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 市民の絶滅危惧種に対する保全意欲と Wikipedia の閲覧数の関係（Akasaka et al 
2022） 
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